＜多様化する現代的課題に対応した新規開発教材＞
　　　　　　　　　　　　　　　　対象（時間）：子育て期の親，企業研修等の参加者（働く人）（100分程度）

【ねらい】仕事と生活（子育て）の調和を図り，子供や家族と向き合うことの大切さについて考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，模造紙，付箋紙，フェルトペン（裏写りのしないもの）

	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考

	:
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
	※スケジュールを板書しておく。

・机は講義形式

	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
　自己紹介，主旨・ルールなど説明
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
	

	：
（15分）
	アイスブレイク（雰囲気づくり）
　「私の心の色は？」
	○初対面の人同士の場合，自由に意見を出し合うためのウォーミングアップとする。
※「仕事」と「仕事以外の生活」をイメージする色とその色を選んだ理由を紹介しあう。
→適宜，グループ分け
→この間に，ワークシートを配る。
	・グループ数に応
じて，机を配置

	：
（５分）
	○タイトル，ねらいを読む。

＜エピソードを読みましょう＞
○まず各自で黙読する。
○次に，参加者で配役を決めて読みあう。
	○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，

秘密の保守），ただし，言いたくないことは話

さなくても良い。（パス有り）

▲「親の力」の意味合いや，社会全体で子供を育むことの大切さについて，丁寧に説明する。
	▲独身，子供が

いない，子供が

独立，子育て真っ

最中など，様々な

方が参加されてい

る場合の留意点

	：
（20分）
	＜考えましょう＞
· 設問に記入し，話し合う。
（15分）
○話し合ったことを紹介する。
（５分）
	○エピソードに沿って話し合う。
※①～③で焦点を絞って話し合っても良い。

※③の問いでは，周りへの協力依頼だけでな
く，ともに子育てするパートナーへ「自らが」
協力できることについても合わせて考える。
▲第三者の立場からの支援・協力も考える。
	

	：
（25分）
	 eq \o\ad(＜考えましょう，出し合いましょう＞,　　　　　　　　　　　　　　　)
○「働きながら子育てするうえで困っていること」や，「生活のなかでの工夫」を考え，話し合う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（15分）
○話し合ったことを紹介する。
（10分）
	○「悩みや不安」「生活のなかの工夫」を付箋
紙に書き，出し合いながら話し合う。
▲①の問いについて，同僚等，周りの「子育て中の
人」を見て「気がついたこと」「たいへんだなと思う
こと」等についても合わせて考える。
※付箋紙は，①と②の項目で使う色を変える。

※付箋紙には，１枚に１つ考えたことを書く。
※同じような意見をまとめる。

○限られた時間の中で，子供や家族と向き合
うための工夫について考える。
○子育て中の「親自身」ができることだけでな
く，「周りの協力」についても考える。
	

	：
（15分）
	＜さらに考えましょう＞

	○仕事と子育ての時間的なバランスや，どちら
に重点をおくかの割合でなく，生活を豊かにし
ていくためにどんなことができるかを考える。
○働き方の多様性，柔軟性を認め合う視点を持
つ。
▲第三者の立場からの支援・協力も考える。

	

	：
（10分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入する。
○ファシリテーターの話
	
	

	：
（５分）
	○終了・片付け
○アンケート記入
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散
	・現状復帰

	〈メモ〉


想定される活用の場面　


保育所・放課後児童クラブ保護者研修会，女性の就業支援研修，企業研修等
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向き合ってみて…　～「仕事」と「子育て」の調和のために～
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